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第68回八女市成人式
雛の里・八女ぼんぼりまつり
新型コロナウイルスワクチン3回目接種
マイナポイント第2弾のお知らせ

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

　1月10日㈷、八女市の酒蔵メーカー「株式会社高橋商店」で、
地元食材を使ったおにぎり300個が作られ、公立八女総合病院
へ届けられました。
　これは新型コロナウイルス感染症対応の最前線に立つ医療従
事者の皆さんへ感謝の気持ちを伝えるため、著名なシェフであ
る成澤由浩さんと浜田寿人さんが2年前から継続して行ってい
る「#onigiriforlove」というプロジェクトで、全国の酒造会社と
協力し、医療機関へおにぎりを届けているものです。今回は浜田

さんと事業を共同経営している八女市出身の堀江貴文さんも参
加。作業は夜明け前から開始され、ほうじ茶で炊いたごはんに「八
女伝統本玉露」の茶葉の甘露煮を具にしたおにぎりと、かしわ
おにぎりそれぞれ150個をにぎり、竹皮で包んで届けました。
　おにぎりを受け取った公立八女総合病院の平城守企業長は
「コロナウイルス対応も３年目となります。こういった外部の支援
が職員の心の大きな支えになっています。いいプレゼントをいた
だきました」と感謝を述べました。

医療従事者へ感謝のおにぎり

※感染症対策を行い、撮影時のみマスクを外しています。
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今年の4月から専門
学校に通い、夢に向
かって頑張ります。将
来は、自信に満ちた大
人になりたいです。

今まで以上に責任感の
ある行動をとっていきた
いです。これまで育て
てくれた両親、家族に
恩返しをしていきます。

成 人 式
の式典中
の動画は
こちら。

（2月末ま
で）

多くの人のおかげで成
人を迎えることができま
した。感謝を忘れず社
会人としてもっと成長で
きるように努力します。

社会の一員としての自
覚を持ち、今まで支え
てくれた両親や先生に
恩返しできるように努
力していきたいです。

今の思いを聞きました

　
第
68
回
八
女
市
成
人
式
が
１
月

9
日
㈰
、
お
り
な
す
八
女
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
対
象

者
は
６
６
６
人
。
会
場
は
振
袖
姿

や
ス
ー
ツ
姿
な
ど
の
新
成
人
で
、
華

や
か
な
雰
囲
気
に
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
ま
し
た
。
今
回
も
午
前

と
午
後
の
2
回
に
分
け
て
開
催
し
、

参
加
者
の
マ
ス
ク
着
用
や
検
温
、
手

指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
設
置
な
ど

の
感
染
症
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
は
10
人
の
新
成
人
に
よ

る
実
行
委
員
会
（
入
江
歩
夢
実
行

委
員
長
）
に
よ
り
企
画
・
準
備
・

運
営
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
中
で

三
田
村
市
長
は
「
故
郷
を
誇
り
に
、

仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
新
し
い

時
代
の
主
役
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
入
江
実
行

委
員
長
は
、「
自
分
の
道
を
切
り
開

く
意
志
と
覚
悟
が
、
成
人
式
を
通

し
て
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。「
は
た
ち
の
主
張
」で

は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
二
人
が
思

い
を
発
表
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

感
謝
の
言
葉
と
思
い
に
彩
ら
れ
た
、

心
温
ま
る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
の
主
役
に

小
田 

玲れ

奈な

さ
ん

伊
藤 

栞か

鈴り
ん

さ
ん

橋
爪 

な
つ
き
さ
ん

入
江 

歩あ
ゆ

夢む

さ
ん

実
行
委
員
長

新成人おめでとう
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「小学校の先生になる」と
いう夢に向かって大学で
勉強しています。お世話
になった家族や友達に恩
返しをしていきたいです。

小学校の先生になるため
に大学に通っています。
将来は八女市で先生とし
て働き、たくさんの子ども
たちを笑顔にしたいです。

4月から社会人になるので
資格取得の勉強をしてい
ます。地元を離れてしまい
ますが、自立し、社会に貢
献できる人間になります。

人の役に立つ仕事に
就けるように大学に
通っています。大人
として社会に貢献し
ていきたいです。

成人式実行委員の皆さんに

　
私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
八

女
市
の
市
役
所
で
働
い
て
い

ま
す
。
自
分
自
身
が
成
長

し
「
早
く
先
輩
方
の
力
に
な

り
た
い
」、「
自
分
の
力
で
た

く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
し
た

い
」と
い
う
気
持
ち
で
、先
輩・

上
司
の
背
中
を
見
な
が
ら

日
々
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
す
る
中
で
、
初
め

て
携
わ
る
業
務
が
出
て
き
ま

す
。
最
初
は
緊
張
し
、
失
敗

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
私
は
、
ピ
ン
チ
な
時
こ

そ
、
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
弱
気
な
気
持
ち
に
打

ち
勝
つ
こ
と
で
自
分
の
成
長

に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で

す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
失
敗
し
て
も
、
そ
こ
か
ら

学
べ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方
ひ
と
つ
で
自
分
の
気

持
ち
や
行
動
は
大
き
く
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　
成
長
へ
の
近
道
は
、
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
る
こ
と
、
ピ
ン
チ
こ
そ
成

長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い

う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
自

分
の
未
来
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
思
い
描
い

た
未
来
と
は
か
け
離
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私

た
ち
は
、
常
に
変
化
し
、
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
何

が
起
こ
ろ
う
と
も
、
自
分
た

ち
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
前

へ
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
度
き
り
の
人
生
を

思
い
き
り
楽
し
み
、
た
く
さ

ん
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る
よ

う
、
努
め
ま
す
。

　
春
に
先
駆
け
て
咲
き
、人
々

の
心
を
明
る
く
し
て
く
れ
る

菜
の
花
が
私
の
名
前
の
由
来

で
す
。
雑
草
の
ご
と
く
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
育
ち
ま

し
た
が
、
小
学
生
の
時
、
し

ば
ら
く
大
学
病
院
に
通
院
し

ま
し
た
。
そ
の
時
に
処
方
さ

れ
た
薬
は
大
き
く
て
苦
み
が

強
く
、
大
人
で
も
飲
み
に
く

い
も
の
で
し
た
が
、
薬
剤
師

さ
ん
が
砕
い
て
粉
に
し
、
砂

糖
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
小

さ
な
錠
剤
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
子
ど
も
の
私
に

も
分
か
り
や
す
く
効
能
と
用

法
を
説
明
し
、
笑
顔
で
励
ま

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
長
い

検
査
と
待
ち
時
間
で
泣
き
そ

う
だ
っ
た
心
を
明
る
く
し
て

く
れ
た
笑
顔
で
し
た
。

　
そ
の
瞬
間
に
将
来
の
夢
を

見
つ
け
た
私
は
今
、
大
学
で

薬
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
処

方
さ
れ
た
薬
を
そ
の
ま
ま
渡

す
の
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
寄
り
添

う
こ
と
の
で
き
る
薬
剤
師
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
大
き

な
病
院
に
行
か
な
く
て
も
、

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

で
十
分
な
治
療
や
ケ
ア
を
目

指
す
「
地
域
医
療
」
の
理
念

の
も
と
、
こ
の
ふ
る
さ
と
八

女
で
医
療
の
充
実
に
貢
献
し

ま
す
。

　
幸
い
に
も
、
私
に
は
同
じ

志
を
持
つ
友
人
が
い
ま
す
。

今
こ
の
瞬
間
も
夢
に
向
か
い

努
力
し
て
い
る
姿
は
私
に
も

前
へ
進
む
力
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
夢
を
支
え
て
く
れ
る

多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
と
と

も
に
、
菜
々
子
の
名
に
恥
じ

ぬ
明
る
い
薬
剤
師
に
な
る
こ

と
を
改
め
て
誓
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ

松
延 

乙お
と
葉は 

さ
ん

橋
爪 

菜な
な々

子こ 

さ
ん

感
謝
と
と
も
に

夢
へ
向
か
う

二
人
の
新
成
人
が
は
た
ち
の
決
意
を
発
表
し
ま
し
た

は
た
ち
の
主
張

（
一
部
を
紹
介
し
ま
す
）

牛
嶋 

菜な

な々

子こ

さ
ん

平
島 

好こ
の

華か

さ
ん

齋
藤 

花か

歩ほ

さ
ん

諸
冨 

詩し

織お
り

さ
ん
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※感染症対策を行い、撮影しています。
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私たち、２
は た ち
０歳になりました。

見守ってくれてありがとう。

42022.2.1  広報八女
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ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
周
辺

や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
お
雛
様
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の
目
印
と

し
て
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
通
り

か
ら
の
み
ご
観
覧
い
た
だ
く
会
場
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
２
月
20
日
㈰
～
３
月
13
日
㈰
10
時

～
17
時

◦
会
場
＝
福
島
地
区
一
帯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）▽
八
女
伝
統
工
芸
館(

☎

２
２
・
３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。
お

ひ
な
さ
ま
巡
り
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
八
幡
宮
で
神
前
結
婚
式
を
執
り
行
い

ま
す
。
挙
式
後
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
祝
福

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
20
日
㈰
、
３
月
６
日
㈰
、
13

日
㈰
10
時
～

※
２
月
20
日
㈰
は
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
の

結
婚
式
で
す
。

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮

　

福
島
八
幡
宮
で
簡
易
十
二
単
衣
を
着
て

フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
撮
影
中
、

フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー
で
祝
福
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
３
月
６
日
㈰　

15
時
～

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮

　

役
目
を
終
え
た
お
雛
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
供
養
し
ま
す
。
供
養
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
事
前
申
し
込
み
の
上
、
当
日

会
場
へ
人
形
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
27
日
㈰
14
時
～　

受
付
11
時

～
12
時
・
要
事
前
申
し
込
み
（
先
着
40
組
）

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮

◦
供
養
料
＝
▽
雛
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合
千

円
▽
置
い
て
い
く
場
合
２
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
観
光
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
は
供
養
で
き
ま
せ
ん
。

2/20㈰
～

3/13㈰

雛ひ
な

の
里
・
八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

　
箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る

八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
25
回
目
を
迎
え
ま
す
。
早
春
の
八
女
を
代
表

す
る
ま
つ
り
を
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

その他協賛イベント

■横町町家交流館
（☎ 23・4311）

「八女のおひな
さまたち展」
2 月 2 日㈬～
4 月1日㈮

■おりなす八女（☎ 22・5332）

「園児の雛かざり」
まつり期間中

（毎週月曜日休館）

■八女人形会館（☎ 24・5550）

雛人形、羽子板、五月人形、
五月人形制作実演
まつり期間中の土・日・祝
◦歌舞伎十八番押絵展示＝まつり
期間中10時～ ◦徳川家と江戸時
代の雛人形展＝常設展示10 時～

✿✿
見
学
は
提
灯
が
目
印

見
学
は
提
灯
が
目
印

✿✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

✿✿
福
島
八
幡
宮
で
の
結
婚
式

福
島
八
幡
宮
で
の
結
婚
式

✿✿
福
島
八
幡
宮
で
の

福
島
八
幡
宮
で
の

フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

　 八 女 市 HP
から詳細を確
認できます

▲
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接
種
券
の
発
送
に
つ
い
て

　

左
表
記
載
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
接
種

可
能
な
時
期
が
近
づ
い
た
人
か
ら
順
に
接

種
券
を
発
送
し
ま
す
。

　

送
付
日
程
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
確
認
で
き
ま
す
。

３
回
目
接
種
の
効
果
に
つ
い
て

　

３
回
目
の
接
種
を
し
た
人
の
方
が
、
し

て
い
な
い
人
よ
り
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
感
染
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
少

な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

１
・
２
回
目
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
に
関
わ
ら
ず
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ま
た

は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ
ン
を
使

用
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
時
点
で
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
予
定
に
よ
る
と
、
２

月
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
と
な
る
見
込
み
で
す
。
な
お
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
の
３
回
目
接
種
の
開
始
時
期
は
現

時
点
で
は
未
定
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
確
保
さ
れ
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
回
目
接
種
は
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
制
約

等
に
よ
り
必
ず
し
も
希
望
す
る
ワ
ク
チ
ン

を
希
望
す
る
時
期
に
接
種
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係
（
☎

２
３
・
１
２
０
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

３
回
目
接
種
の
お
知
ら
せ

◦接種の対象＝ 2回目のワクチン接種を完了した18歳以上の人
対象者 接種可能時期

医療従事者等
高齢者施設等の入所者および従事者
通所サービス事業所の利用者および従事者
病院または有床診療所の入院患者

２回目接種完了から 6か月経過後

上記以外の今年度65歳以上の人 ２回目接種完了から 6 か月経過後
（ただし、令和4年2月は7か月経過後：※）

その他の人 ２回目接種完了から７か月経過後
（ただし、令和4年2月は、8か月経過後：※）

新型コロナウイルス
ワクチンQ＆A
Ｑ＝ 1・2 回目はファイザーでした。3
　回目はモデルナを接種してもいいです
　か。
Ａ＝接種できます。なお、1・2回目でファ
　イザーを接種した人が、3 回目でモデ
　ルナを接種した場合においても、抗体
　価が十分上昇することが報告されてい
　ます 。
Ｑ＝3 回目接種ではどのような副反応が
　ありますか。2 回目よりも重いので
　しょうか。
Ａ＝ 2 回目の接種後と比較して副反応の
　発現傾向はおおむね同様であると確認
　されています。1・2 回目でファイザー
　を接種し、3 回目にモデルナを接種し
　た場合の副反応は安全性の面で許容さ
　れる範囲とされています。

本
庁
予
約
支
援
窓
口
の

移
動
に
つ
い
て

　

本
庁
・
各
支
所
に
設
置
し
て
い

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
支
援
窓
口

の
う
ち
、
本
庁
健
康
推
進
課
窓
口

で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
支
援
窓
口

は
、
現
在
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
２

階
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
開
設
時

間
は
平
日
の
９
時
か
ら
17
時
で
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
の
方
法
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
、
ご
自
身
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
約
が
難
し
い
人
は
、
予

約
を
支
援
し
ま
す
の
で
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

感染予防対策を継続して
いただくようお願いします

「３つの密（密集・密接・密閉）」の回避
マスクの着用
石けんによる手洗い
手指消毒用アルコールによる消毒の励行

（※）接種間隔の前倒しについては、なるべく早く実施できるように準備を進めます
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マイナポイント第２弾実施中

マイナポイントがもらえます

最大
円分の20,00020,000

■マイナポイント第２弾の概要

① マイナンバーカードの
新規取得等で

 最大
5,000 円分

② 健康保険証としての
利用申し込みで 7,500 円分

③ 公金受取口座の登録で 7,500 円分

①～③合計で、最大　　　　　　円分の
マイナポイントがもらえます！

①マイナポイントは、マイナンバーカードを取得して、マ
イナポイントの予約・申込（対象となるキャッシュレス
決済サービスを選択する手続き）をした後に、その決済
サービスでチャージまたは買い物した金額の 25％、上限
5000 円分のポイントが付与されます。
　ポイントがもらえる対象者は、現在マイナンバーカー
ドを持っている人または今後取得しようとしている人で
す。ただし、マイナポイント第１弾で上限の 5000 円相当
分のマイナポイントを受け取った人は対象外となります。
　第１弾に申し込んだ人で、ポイント上限 5000 円相当
をもらってない人は、引き続き上限に達するまでポイン
トを受け取ることができます。
②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申し込
みを行った人へのポイント付与は、既に保険証として利
用申し込みを行った人も含みます。

　当初のマイナポイント事業（マイナポイント第 1弾）は、
対象者を令和 3 年 4 月 30日までにカード申請をした人
とし、ポイント付与期間は令和 3 年 12 月31日までとなっ
ていました。
　国は「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」と
して、令和 4 年 1月1日からマイナポイント第 2 弾を始
めています。

■マイナポイント第 2 弾とは

20,000

詳しくはマイナポイントホー
ムページ（下記ＱＲコード）
または、広報八女 2 月1日
号折り込みチラシを見てね。

■「確定申告会場」や「ゆめタウン八女店」
　で申請した人に記念品をプレゼント

■まずは、マイナンバーカード申請を

　

　マイナポイントをもらうためには、まずはマイナン
バーカードの取得が必要です。
　カードの作成には、申請から１か月程度かかります
ので、早めに申請をしてください。

　市職員が「確定申告会場」や「ゆめタウン八女店」
へ出向いてマイナンバーカードの申請を受け付けます。
顔写真も無料で撮影します。
　各会場でカード申請をした人に対して、カード受け
取り時に八女市の特産品などの記念品をプレゼントし
ています。ぜひ、この機会をご利用ください。
◦問い合わせ＝市民課マイナンバー推進係（☎ 23・
1117）

■市役所でカード申請とマイナポイント
手続きをサポート
　本庁市民課、黒木支所市民
係、各支所市民生活福祉係の
窓口で「カード申請」と「マイ
ナポイント予約・申込」をサポー
トしています。
　サポート内容は、①マイナン
バーカード申請（顔写真撮影を含む）、②マイナポイ
ント予約および申し込みです。
⃝持参するもの＝①マイナンバー通知カード、身分証
明書（運転免許証・健康保険証など）、②マイナンバー
カード・マイナンバー暗証番号（カード交付時に決め
た 4 桁の数字）　そのほか、マイナポイントをもらい
たいキャッシュレス決済サービス（「○○ペイ」などの
ＱＲコード決済・電子マネー・クレジットカードなど）
の候補を選択して来場ください。

③公金受取口座の登録は、預貯金口座へのマイナン
バーの付番とは異なります。
　なお、②および③のポイント付与の開始時期などに
ついては、決定次第お知らせします。
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下
表
の
と
お
り
令
和
３
年
分
確
定

申
告
（
市
民
税
・
県
民
税
申
告
）
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地

区
の
指
定
日
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
指
定
日

以
外
で
も
各
会
場
の
申
告
日
程
の
中
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
八
女

市
全
地
区
の
申
告
は
、
立
花
市
民
セ
ン

タ
ー
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
に
つ

い
て
は
、
広
報
八
女
１
月
１
日
号
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得

や
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）、
雑
損
控
除
、
損
失

申
告
、
消
費
税
の
申
告
が
あ
る
人
は
八

女
税
務
署
の
申
告
会
場
（
八
女
伝
統
工

芸
館
）
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎令和３年分の確定申告は、自宅から e-Tax で
　確定申告には、自宅からパソコン・スマートフォン
で申告できる e-Tax が便利です。感染
防止の観点からも、e-Tax を利用くだ
さい。確定申告書の作成は、国税庁ホー
ムページの「確定申告書等作成コー
ナー」をご利用ください。
◎確定申告会場への入場には「入場整理券」が必要
です
　申告会場での混雑緩和のため次のいずれかの方法
により整理券をお求めください。
①申告会場での当日配布
② LINE アプリによる事前発行（国税庁
LINE 公式アカウントを友だちに追加）
◎税務署申告会場
◦申告会場＝八女伝統工芸館（八女市本町 2-123-2）
◦設置期間＝ 2月1日㈫～ 3月31日㈭、9時～16 時受
付※土・日・祝日を除く
◦申告期限＝【所得税・贈与税】3月15日㈫・【消
費税】3月31日㈭
※上記期間中は八女税務署内での申告相談は行って
いません。
◦問い合わせ＝八女税務署（☎ 23・5191/ 代表電話）

令
和
3
年
分
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

得税所
県民税市

八女税務署からのお知らせ

確定申告（市民税・県民税申告）日程表　

▼上陽支所　
日程 対象地区（午前） 対象地区（午後） 会場 時間

2/8㈫ 上横山第１・第2 下横山第1・第2 上
陽
支
所

小
会
議
室

9
時
～
16
時

2/9㈬ 北川内第１・久木原 北川内第2
2/10㈭ 北川内第3 北川内第4・第5

▼黒木支所　
日程 対象地区（午前） 対象地区（午後） 会場・時間

2/14
㈪

笠原中央・釈形・
南笠原・下鹿子尾・
上鹿子尾・椿原

大淵・吹原・無田・
剣持

黒
木
支
所
大
会
議
室

9
時
～
16
時

2/15
㈫

下名・中名・上名・
鹿子生

荒谷・岳弓掛・
四条野・神露淵・
花渡

2/16
㈬

下田代・中田代・
上田代

南本分・中原・
犬山・田本・
湯辺田

2/17
㈭ 西桑原・馬場 上北本分・下本分・

本分中央

2/18
㈮

東上町・西上町・
中町・下町・栄町・
東今・西今

谷蓮輪・東桑原

2/21
㈪

南木屋・原・山中・
北木屋・東木屋

東・北大淵・
大淵中央・月足

▼立花支所　(立花地区、八女市全地区）
日　　程 対象地区 会場 時間

2/22㈫ 光友地区

立花市民
センター
イベント
ホール　

9時～
16時

2/24㈭ 辺春地区
2/25㈮ 北山地区
2/28㈪ 白木地区
3/1㈫～
3/15㈫ 

（土･日･祝日を除く）

八女市
全地区

▼矢部支所　
日　程 対象地区 会場 時間

2/2㈬  矢部1区・2区・5区 矢部
公民館

9時～
16時2/3㈭  矢部3区・4区・6区

▼星野支所　
日　程 対象地区 会場 時間

2/4㈮  星野地区・上郷地区 星野支所
大集会室

9時～
16時2/7㈪  小野地区・椋谷地区

※今回の八女市全地区の申告は、立花市民セン
ターでの受け付けとなりますのでご注意ください。

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、来場の際は次の点にご理解ご協力いただきますようお願いします。
■マスク着用のお願い　■アルコール消毒液利用のお願い
■検温の実施（37.5 度以上の発熱が認められる場合は入場をお断りすることがあります）

※記入済みの申告書については、市役所本庁税務課窓口でも受
け付けいたします。

問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

（新庁舎建設準備等のため、八女市役所本庁から立花市民セン
ターに変更しています）。駐車場は、庁舎前ロータリーではなく駐
車スペースを使用してください。
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令
和
３
年
中
の
所
得
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
と
し
て
控
除
す
る
た
め
に

は
、『
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

令
和
３
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
控

除
証
明
書
が
昨
年
11
月
ま
た
は

今
年
２
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告

の
際
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

紛
失
に
よ
り
再
発
行
が
必
要

な
際
に
は
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
た
は
ね
ん
き
ん
加
入
者

ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
再
発
行
の
手
続
き
の

際
に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お

手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
令

和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
12
月
31
日
ま
で
に
、
令
和
３

年
中
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人

◦
令
和
３
年
11
月
に
送
付
さ
れ

た
人
＝
令
和
３
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
※
令
和
３
年
10
月
か
ら
12
月

分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て
は
納
付
が
見
込
ま
れ

る
額
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
年
金

事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・

６
１
９
２
）

◦
受
付
時
間
＝
平
日
８
時
30
分

～
17
時
15
分
（
時
間
延
長
＝
週

初
の
開
所
日
17
時
15
分
～
19

時
）

■
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０

４
／
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
（
東
京
）

０
３・６
６
３
０・２
５
２
５
（
一

般
電
話
）

◦
受
付
時
間
＝
平
日
８
時
30
分

～
19
時
（
第
２
土
曜
日
9
時

30
分
～
16
時
）

※
土
・
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜

を
除
く
）
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

「
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
」が
必
要
で
す

確
定
申
告

時
に
は

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
・
応
援
金

の
申
請
期
限
は
2
月
28
日
㈪
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
や
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
下
記
の
給
付
金
・

応
援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計

が
急
変
し
、
基
準
額
以
下
と
な
っ
た
場
合
に
は

申
請
す
る
こ
と
で
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
す
で
に
下
記
の
給
付
金
・
応
援

金
を
受
け
取
っ
た
人
は
対
象
外
で
す
。

※
令
和
3
年
度
八
女
市
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
（
対
象
児
童
一
人
当
た
り
10
万
円
一

括
現
金
給
付
）
と
は
別
の
事
業
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係

（
☎
２
３・１
３
５
１
）

名称 給付額 ホームページ

全国
共通
事業

子育て世帯生活
支援特別給付金

（ひとり親世帯分）

児童１人
あたり
５万円

市独自
事業

ひとり親家庭
応援金

１世帯
３万円

全国
共通
事業

子育て世帯生活
支援特別給付金

（その他世帯分）

児童１人
あたり
５万円

市独自
事業

八女市子育て
世帯生活応援金

１世帯
３万円

第
２
期
八
女
市
子
ど
も
の
貧
困

対
策
推
進
計
画
意
見
募
集

　

市
で
は
現
在
、「
第
２
期
八
女
市
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
に
関
す
る
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
子
育
て
支
援
課
・
黒
木
支
所
生
活
福
祉
係
・

各
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
意
見
募
集
期
間
＝
２
月
10
日
㈭
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
３
・
１

３
５
１
）

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

【岡山地区】
◦日時＝2月24日㈭
10:00 ～ 11:30、 12:30 ～ 15:30
◦場所＝室岡公民館

　新型コロナウイルスワクチンを接種した
人は接種後 48 時間、インフルエンザを
接種した人は接種後 24 時間を経過して
いれば、献血にご協力いただけます。
　血液が大変不足しています。温かいご
協力をよろしくお願いします。
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無病息災を祈願して
　1 月 3 日㈪、柳
島地区若宮神社
周 辺 で、100 年
以上の伝統を持
つ「お潮井とり」
が行われました。
　 境内の「水の
ぶさん」のほこら
前から、頭に鉢
巻き、腰にしめ縄
を巻いた男衆19 人が爆竹の音とともに、
駆け足で地区内を一巡し、矢部川に飛
び込んで身を清め神事を奉納。1 年間
の無病息災と火災予防を祈願しました。
　参加した髙山幸太朗くん（6 歳）は、

「毎年お父さんとお兄ちゃんと参加して
ます。風邪をひかずに 1 年間過ごせる
と思います」と話しました。

　

令
和
３
年
度
健
康
診
査
の
受

診
期
限
は
令
和
４
年
３
月
31
日
で

す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

で
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
に
予
約
し
た
う
え

で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関

に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う

え
、
検
討
く
だ
さ
い
。

受
診
に
必
要
な
も
の

①
被
保
険
者
証（
保
険
証
）ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
被
保

険
者
証
の
代
わ
り
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
の

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導

入
し
て
い
る
健
診
実
施
医
療
機
関

に
限
り
ま
す
）

②
広
域
連
合
が
郵
送
し
た
「
受

診
票
」（
受
診
票
は
令
和
３
年
４

月
末
現
在
で
の
被
保
険
者
に
は
４

月
下
旬
～
５
月
上
旬
に
、
令
和
３

年
５
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
に

は
誕
生
月
の
10
日
頃
に
送
付
し
て

い
ま
す
）

③
自
己
負
担
金
「
５
０
０
円
」

　

な
お
、
今
年
度
75
歳
に
な
る
人

は
、
75
歳
の
誕
生
日
以
降
に
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

健
診
実
施
医
療
機
関
が
分
か

ら
な
い
場
合
や
、
受
診
票
の
再
発

行
が
必
要
な
場
合
は
、
お
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
票
の
再
発
行
に
は

１
週
間
ほ
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝

福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

お
問
い
合
わ
せ
セ

ン
タ
ー
〒
８
１
２・
０
０
４
４
福

岡
市
博
多
区
千
代
四
丁
目
１
番

27
号
（
福
岡
県
自
治
会
館
５
階
）

／
☎
０
９
２・６
５
１・３
１
１
１

／
N
０
９
２・６
５
１・３
９
０
１

ま
た
は
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支

援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

広域連合HP

「
訪
問
サ
ー
ビ
ス
フ
レ
イ
ル
救
助
隊
」事
業
を

開
始
し
ま
し
た

　

八
女
市
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
C
（
通
称
「
訪
問
サ
ー
ビ
ス

フ
レ
イ
ル
救
助
隊
」）
を
１
月
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。

⃝

事
業
内
容
＝
理
学
療
法
士
・
管

理
栄
養
士
等
の
専
門
職
が
定
期

的
に
自
宅
に
訪
問
し
（
概
ね
３

か
月
間
）、
自
立
し
た
在
宅
生
活

を
続
け
る
う
え
で
必
要
な
助
言
や

支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
項
目

に
当
て
は
ま
る
人

①
八
女
市
に
住
所
を
有
す
る
人

②
要
支
援
１・
２
、
事
業
対
象
者

に
該
当
す
る
人

③
八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
人

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
内
の
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
八

女
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

２
３・１
２
０
３
／
黒
木
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
２・１
１
１
９

／
立
花
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
２
４・
８
９
２
２
／
上

陽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

２
４・８
３
１
５
／
矢
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
４・９
０
１
１

／
星
野
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
４・８
２
１
２
）

《
後
期
高
齢
者
医
療
》

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

全国大会出場を報告
　昨年12月24日㈮、黒木中2年の江
崎天音さんが所属する久留米ボーイズ
が、同年11月3日から開催された硬式
野球「第8回日本ポニーベースボール
協会九州連盟杯選手権大会」で優勝し、
3月26日から沖縄県で開催される「全
日本選抜大会」に九州連盟代表として
出場することが決まり、橋本教育長を
表敬訪問しました。

八女市
健康ポイント

対象事業
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

　八女市消防出初式が１月８日㈯、春の山公園グ
ラウンドで行われました。昨年は新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止されましたが、今年
は規模を縮小しての開催となり、参加した約 250
人の八女市消防団員・八女消防本部職員は、無火災・
無災害と市民の安心安全を守る決意を新たにしま
した。
　三田村市長は、「昨年８月 11 日から 19 日にかけ
ての豪雨による土砂災害で、家屋の全壊をはじめ、
床上・床下浸水、道路の損壊など、深刻な事態と
なりました。今後もさまざまな災禍が予見されるな
か、火災や災害が発生した時に少しでも被害を少
なくし、一人でも多くの命を救うためには、地域の
防災力を高めていくことが重要であると考えていま
す。市民一人一人が、防災意識を高め、行政と地
域が一体となって防災体制の確立を図るべく、より
一層の防災・減災対策に力を注いで参ります」と
あいさつしました。
　また、山下団長は「諸先輩方が築いてこられた
八女市消防団の伝統と実績を引き継ぎ、団員一丸
となって、地域住民の安全と郷土の繁栄のため、
努力します」と答辞を述べました。

無火災・無災害の決意新たに
令和 4 年八女市消防出初式

輝かしい新年を願いすす払い
　八女伝統工芸館で 12 月 26 日㈰、八女福島仏壇
仏具協同組合による年末恒例の日本一大型仏壇のす
す払いが行われました。組合員や地元の子どもたち
の手で丁寧にすすが払われた後、剥がれた金箔の補
修も行われました。
　参加した緒方彩乃さん（長峰小 6 年）は「思った
以上にほこりありましたが、きれいになって良かっ
た」と話しました。
　組合長の鶴信行さんは「令和 4 年が素晴らしい
年になるよう祈っています。きれいになった日本一
の仏壇をぜひ一度見に来ていただきたい」と話しま
した。

創部23年で初めての優勝
　昨年11月27日㈯・28日㈰に筑紫野市等で開催され
た「第10回記念ちびマッチ選手権福岡大会」で矢部メッ
ツが1998年の創部以来、初めての優勝を手にし、市
長を表敬訪問しました。三田村市長は、「今回の優勝を
経験として、今後の大会でも頑張ってください」と激
励しました。鬼塚汰牙くん（4年生）は「初めて大会
で優勝できました。みんなで協力して、次の大会でも
優勝できるよう頑張りたい」と話しました。

矢部メッツが市長を表敬訪問
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こ
れ
ま
で
長
い
間
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
困
っ
て
し

ま
う
の
は
、「
そ
の
人
の
心
身
に
障
が
い

が
あ
る
か
ら
」と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
考
え
方
を
「
医
学
モ
デ
ル
（
図
１
）」

と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

不
利
を
こ
う
む
る
の
は
、「
障
が
い
の
あ

る
人
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
つ
く
ら
れ
て
き

た
社
会
の
側
に
原
因
が
あ
る
」
と
い
う

捉
え
方
が
、
国
際
的
に
広
が
り
、
我
が

国
で
も
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
「
社
会
モ
デ
ル
（
図
２
）」

で
す
。

　

例
え
ば
、
こ
の
図
を
社
会
モ
デ
ル
の

視
点
で
見
た
場
合
、
徒
歩
を
前
提
と
し

て
作
ら
れ
た
段
差
が
バ
リ
ア
（
活
動
を

妨
げ
る
障
壁
）
と
な
っ
て
、
車
い
す
に

乗
っ
た
人
の
移
動
を
困
難
に
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
段
差
を
ス
ロ
ー
プ
に
置
き
換

え
れ
ば
、
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、無
理
の
な
い
範
囲
で
、

本
人
の
意
向
に
沿
っ
て
バ
リ
ア
解
消
の

手
立
て
を
と
る
こ
と
を
「
合
理
的
配
慮

の
提
供
（
図
３
）」
と
い
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
の
バ
リ
ア

に
は
、
物
理
的
な
も
の
の
ほ
か
、
制
度

や
ル
ー
ル
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
偏
見
や
無
理
解
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
社
会
の
バ

リ
ア
」
と
、「
個
人
の
心
身
機
能
の
状
態
」

が
相
ま
っ
て
、
障
が
い
は
つ
く
り
出
さ
れ

る
と
い
う
の
が
社
会
モ
デ
ル
の
考
え
方
で

す
。
医
学
モ
デ
ル
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ

た
障
が
い
の
あ
る
人
の
「
障
が
い
」
が
社

会
モ
デ
ル
に
立
つ
と
見
え
て
き
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
、
障
が
い
の
な
い

人
も
同
じ
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、
障
が
い

の
な
い
人
の
利
便
性
が
優
先
さ
れ
て
き
た

結
果
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
バ

リ
ア
の
多
い
、
偏
っ
た
つ
く
り
に
な
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
合
理
的
配
慮

の
提
供
は
、
そ
の
偏
り
を
是
正
し
て
い
く

た
め
の
手
段
の
一
つ
な
の
で
す
。

　

社
会
モ
デ
ル
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ま

で
「
あ
た
り
ま
え
」
だ
と
感
じ
て
い
た
社

会
の
偏
り
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

考
え
方
で
す
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、「
あ
た
り
ま

え
」
だ
と
思
っ
て
き
た
こ
と
を
今
一
度
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・１490）
なぜ人なぜ

「
障
が
い
」は
ど
こ
に
あ
る
？

～
社
会
モ
デ
ル
と
い
う
視
点
～

　

２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が
、
昨
年
５
月
に
改
正
さ

れ
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
、
民
間
事
業
者
へ
も
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
困
る
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
根
底
に
あ
る
、
障
が
い
の
社
会

モ
デ
ル
の
考
え
方
か
ら
そ
の
答
え
を
紐
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

医
学
モ
デ
ル
か
ら
社
会
モ
デ
ル
へ

社
会
モ
デ
ル
に
基
づ
く
合
理
的
配
慮

社
会
モ
デ
ル
の
視
点
に
立
つ
と
見
え

て
く
る
障
が
い
の
在あ

り
か

【図 1】医学モデル

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
移
動
に
困
っ
て
い
る

【図 2】社会モデル

段
差
が
移
動
の
妨
げ
を

し
て
困
ら
せ
て
い
る

【図 3】合理的配慮の提供

バ
リ
ア
を
な
く
せ
ば
移
動

の
障
が
い
は
解
消
さ
れ
る

YouTube で人権啓発パネル展
を公開しています
　12月4日～12日、おりなす八
女で実施した「人権啓発パネ
ル展」の様子を公開しています。
　このパネル展では、市立学
校児童生徒が描いた人権ポスターや人権の
まちづくりに取り組む団体の活動紹介など
を展示しました。

→

→
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奥
八
女
の
地
、
矢
部
川
源
流
の
春

を
告
げ
る
「
八
女
・
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
、
八
女
市
矢

部
村
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜
の
も

と
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
八

女
市
矢
部
村
の
春
ま
つ
り
と
し
て
、
美

し
い
矢
部
川
源
流
の
桜
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
多
く
の
人
々
の
出
会
い
、
交
流
を

深
め
る
た
め
企
画
し
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
す
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模

を
縮
小
し
、
大
会
前
後
の
体
調
を
報
告

し
て
も
ら
う
な
ど
感
染
対
策
を
行
っ
た

上
で
開
催
し
ま
す
。

✿
期
日
＝
４
月
３
日
㈰

※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動
場

（
矢
部
村
鬼
塚
）・
日
向
神
ダ
ム
湖
畔

✿
日
程
＝
▽
受
付
８
時
～
９
時
30
分　

▽
競
技
10
時
～

✿
参
加
料
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円
（
高

校
生
以
上
）
▽
小
学
生
５
０
０
円

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
・
完
走
証
あ
り

✿
募
集
定
員
＝
２
５
０
人

✿
応
募
方
法
＝
八
女
市
役
所
総
合
窓
口
、

各
支
所
、
総
合
体
育
館
等
に
あ
る
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
２

月
25
日
㈮
ま
で
に
最
寄
り
の
郵
便
局
に

て
参
加
料
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
桜
ま
つ
り
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
（
矢
部
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
内
☎
４
７・３
１
１
１
）

種　目 参加対象者 表　彰

２㎞
マラソン

小学生男女
（Ｈ22年４月２日～Ｈ28年4月1日生まれ）

男女別の
上位3位

10㎞
マラソン

高校生以上男女
（Ｈ19年 4月1日以前生まれ）

男女別の
上位3位

参加者
募集

日時＝４月 3 日㈰ 10 時 00 分スタート
　　　（応募締切＝ 2 月 25 日㈮）
場所＝八女市矢部第 1 運動場

八女･桜まつり健康マラソン大会第3８回

※新型コロナウイルスの感染状況次第では、大会を中止することがあります

環境課の
ゲンバから
　

近
年
、
世
界
的
に
地
球
温

暖
化
に
対
す
る
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
や
「
パ
リ
協
定
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
見
す
る
と
、
私
た
ち

の
生
活
と
は
縁
の
な
さ
そ
う
に
思

え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
地
球

温
暖
化
対
策
は
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
お
い
て
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。

　

環
境
課
で
は
、
楽
し
く
知
識
を

得
ら
れ
る
「
地
球
温
暖
化
ク
イ
ズ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
は
、

現
在
配
信
中
の
ご
み
出
し
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」
の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ

る
ク
イ
ズ
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
奮ふ
る

っ
て
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

「
地
球
温
暖
化
ク
イ
ズ
」へ
の
挑
戦
者
求
む
！

▲
ご
み
出
し
あ
ぷ
り
「
さ
ん
あ

～
る
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ

ち
ら
か
ら
。（
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
し
ま
す
）

911

令和4 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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消費生活
そうだん

　

学
齢
期
の
お
子
さ
ん
が
、ス
マ
ホ
を

使
っ
て
親
が
知
ら
な
い
間
に
ゲ
ー
ム
課

金
し
て
い
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
ま
す
。

【
事
例
】ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
明
細
書

に
50
万
円
ほ
ど
利
用
が
記
載
さ
れ
て
い

た
。不
正
に
利
用
さ
れ
た
と
思
い
、ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
す
る
と
、

ゲ
ー
ム
の
利
用
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
、子
ど
も
に
尋
ね
る
と
、貸
し
与
え
て

い
た
ス
マ
ホ
か
ら
ゲ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス

し
て
課
金
し
た
と
話
し
た
。

【
解
説
】ア
プ
リ
内
の
ア
イ
テ
ム
は
登
録

し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
使
っ
て
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。購
入
に
は
パ
ス
ワ
ー

ド
入
力
が
必
要
で
す
。

【
対
応
策
】

⃝

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
家
族
で
あ
っ

て
も
他
人
に
使
わ
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
登
録
し
て

い
る
ス
マ
ホ
を
貸
し
与
え
る
の
も
、ト

ラ
ブ
ル
を
招
く
原
因
の
一
つ
で
す
。

⃝

納
得
い
か
な
い
課
金
に
対
し
て
、ア

プ
リ
ス
ト
ア
な
ど
の
購
入
履
歴
か
ら
払

戻
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た

だ
し
払
い
戻
さ
れ
る
か
保
証
は
さ
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。

⃝

ゲ
ー
ム
運
営
会
社
に
払
い
戻
し
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し

会
社
所
在
地
が
海
外
で
あ
る
な
ど
日

本
語
が
通
じ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

※
ご
家
庭
へ
の
お
願
い

⃝

課
金
に
必
要
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
定
期

的
に
変
更
し
家
族
に
も
教
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
時
間
、金

額
に
家
族
で
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

⃝

学
齢
期
の
お
子
さ
ん
に
刺
激
が
強

い
ゲ
ー
ム
や
動
画
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。お
子
さ
ん
が
ス
マ
ホ
で
見
て
い
る

も
の
、し
て
い
る
こ
と
に
関
心
を
払
い

選
別
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

〇
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
３・１
１
８
３
）※
平
日
８
時
30
分
～

16
時
30
分　
電
話
お
よ
び
来
所
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。来
所
相
談
は
事
前
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。感
染
症
対
策
と
し
て
、手
指
消

毒
・検
温
・マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

85

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課
金
に

注
意

《
栗
林
喜
美
子
　
選
》

天
賞
　
市
村  

容
子

地
賞
　
堀
江  

英ひ
で
き毅

人
賞
　
井
寺  

容
子

佳
作
　
酒
井  

壽
子

　
　
　
青
木
佳
代
子

　
　
　
山
口  
秀
子

《
内
藤
　
賢
司
　
選
》

天
賞
　
仁
田
原
陽
子

地
賞
　
井
寺  

容
子

人
賞
　
栗
原  

正ま
さ
つ
ぐ嗣

佳
作
　
野
中
ヨ
シ
子

　
　
　
蓮は
す
し子  

住す
み
お雄

　

　
　
　
山
下  

整
子

文
化
連
盟
　
第
六
十
六
回
短
歌
大
会

薬や
く
た
い袋
の
増
え
し
二
人
の
日
向
ぼ
こ

中
川
原
篤
子

戻
り
舟
冬
波
ゆ
ら
す
船
だ
ま
り

牛
島
　
景
子

電
飾
の
ご
と
烏

か
ら
す
う
り瓜

輝
き
ぬ堤

　
多
鶴
子

父
の
歳
い
う
に
越
え
お
り
日
向
ぼ
こ

井
上
美
恵
子

紫
苑
句
会

令
和
3
年
11
月
14
日
開
催

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報R4.2.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

2月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

図書館だより

図書館の休館日
2 月

✿2月の館内整理日は25日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
1 ㈫、8 ㈫、11 ㈷、15 ㈫、22 ㈫、23 ㈷、25 ㈮

※新型コロナウイルス感染症対策により急遽変更する場合があります。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
7 ㈪、11 ㈷、14 ㈪、21 ㈪、23 ㈷、25 ㈮、28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪、14 ㈪、21 ㈪、25 ㈮、28 ㈪

　

子
育
て
を
頑
張
る
あ
な

た
に
、
自
分
の
だ
け
の
時
間

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ひ
と
り
だ

け
の
読
書
時
間
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
10
時
か

ら
12
時
ま
で
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
2
月
16
日
㈬
、
3

月
23
日
㈬
10
時
～
12
時

◦
対
象
＝
市
内
居
住
の
未
就

園
児
を
育
て
る
保
護
者

◦
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
立

花
分
館
（
☎
３
７・０
５
０
０
）

　

本
館
・
黒
木
分
館
で
は
、

お
は
な
し
会
（
幼
児
～
小
学

生
向
け
）、
あ
か
ち
ゃ
ん
お
は

な
し
会
（
０
～
２
歳
向
け
）

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
（
２
月
の
開
催
日
時
は
左

記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

参
加
者
を
対
象
に
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
中
。
ス
タ

ン
プ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
で
す
。
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

幼児～小学生の皆さん対象です♪
★本館＝5日、12日、19日、26日
　※いずれも土曜日、14時～
　おはなしコーナー
　26日のみ2回開催。1回目10時30
　分～、2回目14時～
★黒木分館＝5日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

♥2月のあかちゃんおはなし会♥
0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪
♥本館＝6日㈰、19㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝26日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★2月のおはなし会★

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120
分館の開館時間＝9時～17時30分

お
は
な
し
会
に
お
い
で
よ

ほ
っ
こ
り
ブ
ッ
ク
タ
イ
ム

（
立
花
分
館
）

新 介紹刊

『理科と算数で検証したらわ
かってしまった昔話の真実』
①② 柳田 理科雄／監修 フレーベル館

昔話にこんな真実が！？
大人もハマるシリーズです。

ａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で活躍する皆さんを紹介します155

令和元年度西日本吟
ぎん　し　けん

士権大会 最優
秀吟士権者
第46回・第48回全国少

しょう

壮
そ う

吟詠家審
査コンクール全国大会 入選（2回）
「吟詠を通して着付けや所作などの
日本文化も学ぶことができます。お
腹から声を出して吟うと、汗をかくほ
どエネルギーを使いますよ」

　
吟
詠
家
の
牛
島
さ
ん
は
、吟
詠
の
魅

力
を
伝
え
、次
世
代
へ
と
継
承
す
る
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
漢
詩
に
節
を
つ
け
て
吟う

た

う
こ
と
を

吟ぎ
ん

詠え
い（
詩
吟
）と
言
い
ま
す
。風
景
や

叙
情
詩
な
ど
の
漢
詩
を
独
特
の
節
回

し
で
表
現
し
ま
す
。
幼
少
の
頃
に
吟

詠
を
習
い
は
じ
め
、父
と
一
緒
に
お
稽

古
に
通
い
ま
し
た
。夜
の
お
稽
古
で
し

た
が
、歌
う
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
私

は
、大
人
に
混
じ
っ
て
、眠
く
な
る
ま

で
吟
っ
て
い
ま
し
た
。50
年
以
上
吟
詠

や
漢
詩
を
追
求
し
続
け
る
父
の
姿
を

見
て
、日
本
の
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら

し
さ
を
深
く
か
み
し
め
、
広
く
後
世

へ
残
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、長
い
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
再
開
し
ま

し
た
。

　
吟
詠
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
、
栄
誉
あ
る
称
号

が
贈
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。コ
ン

ク
ー
ル
で
は
発
声
や
発
音
、ア
ク
セ
ン

ト
、
調
和
、
詩
情
表
現
が
厳
し
く
審

査
さ
れ
ま
す
。同
じ
節
回
し
で
、漢
詩

の
喜
怒
哀
楽
を
表
現
す
る
こ
と
が
難

し
い
半
面
、そ
こ
が
魅
力
で
も
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、コ
ン
ク
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト

で
全
国
の
吟
詠
家
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、吟
詠
へ
の
愛
を
共
有
で
き
る
こ
と

が
楽
し
く
、継
続
で
き
る
理
由
で
も
あ

り
ま
す
。
会
派
の
違
う
方
々
と
団
結

し
て
一つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
演
目

も
あ
り
、吟
詠
家
同
士
の
温
か
い
つ
な

が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、幅
広
い
年
代
の
人
に

吟
詠
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。ま
だ
ま
だ
修
行
中
で
す
が
、吟

詠
に
携
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
日
本
の

伝
統
芸
能
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
」

吟
詠
家    

牛
島 
美み

和わ 

さ
ん
（
雅
号  

玲れ
い

豊ほ
う

）

吟
詠
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
世
代
へ

Y

撮影時のみマスクを外していただきました。
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市
長
等
お
よ
び
議
員
の
令
和
３
年
資
産
等

報
告
書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審
査

会
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
7
日
付

け
で
審
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
審
査
意
見

書
が
同
審
査
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課
ま

た
は
議
会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
】

会　

長　
小
原　

清
信

副
会
長　

伊
藤　

修
一

委　

員　

塩
塚　

修

委　

員　

樋
口　

好
枝

委　

員　

松
﨑　

美
登
里

　

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女
市

長
か
ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
お
よ
び

議
員
の
「
令
和
３
年
資
産
等
報
告
書
」
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
、
審
査
の
経
過
お
よ
び
結

果
を
審
査
意
見
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。

１　
資
産
等
報
告
書
の
審
査

　

当
審
査
会
は
、
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
第

１
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
条
例
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
長
等
４
件
、
市
議
会
議
員
20
件
、
計
24
件

の
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
に
際
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
資

産
等
報
告
書
と
証
明
書
類
と
を
照
合
す
る
と

と
も
に
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報
告

内
容
と
比
較
す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

《
審
査
の
経
過
》

　

第
１
回
審
査
会
で
は
、
市
長
等
お
よ
び
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
お
よ
び

添
付
書
類
に
つ
い
て
、
審
査
会
の
委
員
が
２

班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
報

告
書
等
を
審
査
し
、
そ
の
後
、
全
委
員
に
お

い
て
、
報
告
書
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
の
記
載
事
項
は
お
お
む
ね
正
確
に

記
載
さ
れ
、
条
例
第
５
条
第
３
項
に
よ
り
提

出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類
は
お

お
む
ね
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
依
頼
、
照

会
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
記
載
漏

れ
や
証
明
書
類
の
不
備
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
審
査
会
で
は
、
第
１
回
審
査
会
で

依
頼
、照
会
を
お
願
い
し
た
事
項（
指
摘
事
項
）

へ
の
回
答
に
つ
い
て
審
査
し
、
そ
の
回
答
を
踏

ま
え
て
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

《
依
頼
・
照
会
事
項
お
よ
び
回
答
状
況
》

　

提
出
義
務
者
か
ら
指
定
期
日
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
証
明
書
類
お
よ
び
回
答
内
容
は
、
当

審
査
会
と
し
て
お
お
む
ね
承
認
で
き
る
も
の

で
し
た
。

２　
審
査
結
果

　

資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
た
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

⑴
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報

告
書
は
、
お
お
む
ね
正
確
に
記
載
さ
れ
、
ま

た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類

も
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑵
今
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容

に
加
え
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報
告

内
容
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
一
部
の
記
載
誤
り
（
記
入
漏

れ
含
む
）
お
よ
び
証
明
書
添
付
不
備
に
つ
い

て
照
会
し
、
こ
の
照
会
に
対
す
る
訂
正
・
是

正
お
よ
び
疑
問
内
容
に
関
す
る
回
答
を
受
け

ま
し
た
。

３　
審
査
意
見

　

審
査
の
結
果
、
一
部
に
つ
い
て
報
告
書
の
記

載
誤
り（
記
入
漏
れ
含
む
）は
あ
り
ま
し
た
が
、

当
審
査
会
と
し
て
は
、
市
長
等
お
よ
び
議
員

に
つ
い
て
何
ら
問
題
と
す
べ
き
点
は
な
い
も
の

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
提
出
義
務
者
で
あ
る
市
長
等
お
よ
び

議
員
各
位
の
政
治
倫
理
性
の
高
さ
と
自
ら
す

す
ん
で
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

態
度
が
現
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
、

当
審
査
会
は
、
市
長
等
お
よ
び
議
員
各
位
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。
た
だ
、
上
記
の
よ
う
に
、

報
告
書
の
記
入
の
誤
り
や
漏
れ
が
一
部
あ
り

ま
し
た
の
で
、
提
出
義
務
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
次
年
度
以
降
の
報
告
に
際
し
て
は
、

十
分
に
注
意
し
て
報
告
書
を
作
成
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
文
書
法
制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　
「
水
質
検
査
計
画
」
は
、
水
道

法
に
基
づ
い
た
適
正
な
水
質
検
査

を
確
保
す
る
た
め
に
、
水
質
検
査

の
地
点
、
検
査
方
法
、
検
査
の
項

目
や
回
数
等
を
策
定
し
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
女
市
お
よ
び
八
女
市
へ
水
道
用

水
を
供
給
し
て
い
る
福
岡
県
南
広

域
水
道
企
業
団
で
は
、
令
和
４
年

度
に
行
う
水
質
検
査
計
画
（
案
）

を
閲
覧
し
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

⃝

閲
覧
期
間
＝
２
月
１
日
㈫
～
２

月
28
日
㈪
※
水
質
検
査
計
画
（
案
）

は
、
本
庁
上
下
水
道
局
、
黒
木
支

所
上
下
水
道
係
、
星
野
支
所
建
設

産
業
係
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
本
計
画
（
最
終
版
）
は
３

月
31
日
㈭
ま
で
に
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
提
出

＝
上
下
水
道
局
上
水
道
工
務

係
（
☎
２
３・
１
１
０
７
）、
黒

木
支
所
上
下
水
道
係
（
☎

４
２・１
１
１
８
）、
星
野
支
所
建
設

産
業
係
（
☎
５
２・３
１
１
４
）、
福

岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
（
☎

０
９
４
２・２
７・１
５
６
３
）

令
和
４
年
度
水
質
検
査
計

画（
案
）へ
の
意
見
募
集
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⃝

業
務
内
容
＝
展
示
室
等
の
説
明
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
運
営
、
事
務

お
よ
び
施
設
管
理

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

勤
務
地
＝
八
女
市
岩
戸
山
歴
史

文
化
交
流
館
（
八
女
市
吉
田
）

⃝

任
用
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
（
更
新
制
度
あ
り
）

※
報
酬
は
八
女
市
規
定
に
よ
る

⃝

試
験
日
＝
２
月
20
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
八
女
市
民
会
館

⃝

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接

⃝

受
付
期
間
＝
２
月
１
日
㈫
～
２

月
14
日
㈪

⃝

提
出
書
類
＝
申
込
書
（
文
化
振

興
課
に
準
備・八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振

興
課
（
☎
２
３・１
９
８
２
）

⃝

業
務
内
容
＝
公
立
公
民
館
の
講

座
・
事
業
な
ど
の
企
画
運
営
、
事

務
お
よ
び
施
設
管
理

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

勤
務
地
＝
市
内
公
立
公
民
館

⃝

任
用
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
（
更
新
制
度
あ
り
）

※
報
酬
は
八
女
市
規
定
に
よ
る

⃝

試
験
日
＝
２
月
20
日
㈰

⃝

試
験
会
場
＝
八
女
市
民
会
館

⃝
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接

⃝
受
付
期
間
＝
２
月
１
日
㈫
～
２

月
14
日
㈪

⃝

提
出
書
類
＝
申
込
書
（
社
会
教

育
課
に
準
備・八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教

育
課
（
☎
２
３・１
３
１
８
）

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
（
保
育
所
保
育
士
・
給
食
員
）

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
に
基
づ
き

登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
任
用
し

ま
す
。

①
募
集
職
種
＝
保
育
士

⃝

応
募
資
格
＝
保
育
士
の
資
格
を

有
し
、「
保
育
士
証
」
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

⃝

報
酬
＝
日
額
８
３
０
４
円
、
時

間
給
１
０
７
１
円

⃝

勤
務
時
間
＝
７
時
間
45
分(

日

額
）

②
募
集
職
種
＝
給
食
員

⃝

応
募
資
格
＝
調
理
師
等
の
資
格

を
有
す
る
人
、
ま
た
は
調
理
に
関

す
る
十
分
な
知
識
、
経
験
を
有
す

る
人

⃝

報
酬
＝
日
額
６
７
０
８
円
、
時

間
給
９
２
５
円

⃝

勤
務
時
間
＝
７
時
間
15
分(

日

額
）

①
②
共
通
事
項

⃝

任
用
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
１

日
～
令
和
４
年
９
月
30
日
（
年
度

内
更
新
あ
り
）

⃝

期
末
手
当
＝
６
月
・
12
月
、
期

末
手
当
基
礎
額
×
50
／
１
０
０

（
た
だ
し
、
一
週
間
当
た
り
の
平
均

勤
務
時
間
が
15
時
間
30
分
未
満
の

者
を
除
く
）

⃝

通
勤
手
当
＝
２
㎞
以
上
有

⃝

勤
務
場
所
＝
八
女
市
立
（
福
島
、

長
峰
、
北
山
）
保
育
所

⃝

提
出
書
類
＝
八
女
市
会
計
年
度

任
用
職
員
登
録
申
込
書
、
資
格
証

明
書
（
※
申
込
書
は
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育

て
支
援
課
こ
ど
も
未
来
係
（
☎

２
４・８
８
１
４
）

⃝

募
集
職
種
＝
事
務
局
員

⃝

募
集
人
員
＝
１
人

⃝

勤
務
地
＝
八
女
中
部
衛
生
施
設

事
務
組
合

⃝

任
用
期
間
＝
令
和
４
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
（
更
新
制
度
あ
り
）

⃝

業
務
内
容
＝
一
般
行
政
事
務（
経

理
、
庶
務
）

⃝

勤
務
労
働
条
件
等
＝
当
組
合
規

定
に
よ
る

⃝

募
集
期
限
＝
２
月
18
日
㈮
ま
で

（
郵
送
提
出
の
場
合
は
当
日
必
着
）

⃝

試
験
日
＝
２
月
23
日
㈷

⃝

試
験
会
場
＝
八
女
中
部
衛
生
施

設
事
務
組
合
八
女
っ
く
り
ん

⃝

試
験
方
法
＝
書
類
選
考
、
面
接

⃝

応
募
資
格
＝
①
普
通
自
動
車
運

転
免
許
保
有
者
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）、

②
日
商
簿
記
３
級
相
当
以
上
保
有

者
、
③
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
）
操
作
が
で
き
る
こ
と

⃝

提
出
書
類
＝
①
履
歴
書
、
②
資

格
保
有
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転

免
許
証
写
し
、
簿
記
合
格
証
書
写

し
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
〒
８
３

４・０
０
２
１
八
女
市
北
田
形
１
０

２
７
番
地
１
八
女
中
部
衛
生
施
設

事
務
組
合
（
☎
２
４・５
４
１
９
N

２
４・５
４
２
９
）

会
計
年
度

任
用
職
員

募
集

歴
史
文
化
交
流
館
職
員

公
立
公
民
館
職
員

５
年
間
で
利
用
者
50
万
人

県
営
筑
後
広
域
公
園
プ
ー
ル

　

み
や
ま
市
瀬
高
町
に
あ
る
県

営
筑
後
広
域
公
園
プ
ー
ル
は
、

12
月
12
日
㈰
に
、
オ
ー
プ
ン
以

来
５
年
間
で
利
用
者
数
が
50
万

人
に
達
し
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
利
用
し
て
い
る
堤

文
子
さ
ん
は
「
明
る
い
ス
タ
ッ

フ
の
声
掛
け
や
清
潔
感
あ
ふ
れ

る
施
設
で
、
初
心
者
水
泳
教
室

に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
教

室
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
」

と
言
葉
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

県
営
筑
後
広
域
公
園
は
、
だ

れ
で
も
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
県営筑後広域公園プール
　☎ 0944・85・8150
プールのほか、トレーニング
ルームなども利用できます

保
育
所
保
育
士
・
給
食
員

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

八
女
中
部
衛
生
施
設
事
務
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
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の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
八
女
市
で
は
、
こ

の
試
験
の
た
め
、
11
時
頃
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動
に
よ
り
、
試

験
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、

地
震
・
津
波
や
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛

星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

2
月
24
日
㈭
（
予
定
）
か
ら

福
岡
県
の
一
部
地
域
で
、
携
帯
電

話
の
新
し
い
電
波
利
用
を
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映

像
に
影
響
の
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
対
象
地
域
の
家
庭
に
は
、
チ

ラ
シ
を
事
前
に
配
布
し
ま
す
。
テ

レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る
影
響
が
出

た
場
合
は
、
一
般
社
団
法
人
７
０

０
Ｍメ
ガ
ヘ
ル
ツ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
が
回
復

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
７
０
０
・

０
１
２
）
※
９
時
～
22
時
（
年
中

無
休
）

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
2
月
13
日
㈰
8
時

※
立
花
体
育
館
集
合（
約
2
時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
ト
ン
ネ
ル
・
事
毘
良

神
社
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
失
業

率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
政

府
や
都
道
府
県
の
雇
用
・
失
業

対
策
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
は
、
ど
な
た
も
対
象
に
選

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
知
事
の
任
命
し
た
統
計
調

査
員
が
調
査
対
象
世
帯
を
訪
問
し

ま
す
。
統
計
調
査
員
が
伺
っ
た
際

に
は
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
企
画
・

地
域
振
興
部
調
査
統
計
課
（
☎
０

９
２
・
６
５
１
・
１
１
１
１
／
内

線
２
７
６
９
・
２
７
７
０
）

　

2
月
16
日
㈬
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）

一
　
般

一
　
般

め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

家
を
建
て
よ
う
・
持
と
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
づ
く
り
の

勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。

住
育
学
校
第
９
回
「
資
産
価
値
の

落
ち
な
い
家
」  

※
参
加
無
料

◦
日
時
＝
2
月
13
日
㈰
13
時
～

17
時　

◦
内
容
＝
価
値
あ
る
家
づ
く
り
に

つ
い
て
、
地
震
・
火
災
・
災
害
な

ど
安
心
安
全
な
家
を
考
え
ま
す
。

◦
定
員
＝
10
組
（
要
予
約
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
住
教
育

推
進
機
構（
☎
０
５
０・３
７
０
７・

３
３
９
３
）

※
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
に
移
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
」
や
「
お
ま
え 

う
ま
そ
う
だ
な
」

な
ど
多
数
の
絵
本
を
手
掛
け
る
宮

西
さ
ん
を
迎
え
、
講
演
会
と
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
交
え
な
が

ら
、
絵
本
の
楽
し
さ
と
大
切
さ
、

子
育
て
の
こ
と
、
制
作
秘
話
な
ど

を
お
話
し
し
ま
す
。

◦
講
師
＝
絵
本
作
家 

宮み
や

西に
し

達た
つ

也や

さ
ん

◦
日
時
＝
3
月
21
日
㈷
14
時
～

15
時
30
分

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
定
員
＝
１
０
０
人
（
要
申
込
・

２
月
24
日
受
付
開
始
）

◦
対
象
＝
幼
児
～
大
人（
八
女
市・

広
川
町
・
筑
後
市
に
住
ん
で
い
る

人
）
※
託
児
有
・
要
申
込

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

立
図
書
館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て

六
角
形
の
イ
ス
を
作
り
ま
す
。
で

き
た
後
は
、
そ
の
ま
ま
使
っ
て
も

カ
バ
ー
を
つ
け
て
も
楽
し
め
ま
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
は
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
2
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
多
世
代
交
流
館
「
共
生

の
森
」

◦
定
員
＝
各
6
人

◦
参
加
費
＝
無
料
（
要
申
込
み
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代
交
流
館

「
共
生
の
森
」（
☎
２
２・２
２
５
７
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
入
場
制
限

を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す

◦
日
時
＝
2
月
13
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

八
女
軽
ト
ラ
市

家
づ
く
り
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

牛
乳
パ
ッ
ク
で
イ
ス
を
作
ろ
う

も
よ
お
し

も
よ
お
し

　掲載している催し等は、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大を防止するた
め、中止になることも想定されます。市の
催しについては八女市ホームページで確
認、そのほかについてはお問い合わせくだ
さい。催しへの来訪の際はマスクの着用や
検温にご協力ください。

お
知知

ら
せ

多
世
代
交
流
事
業

宮
西
達
也
さ
ん
講
演
会
＆
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト

に
ゃ
ー
ご
の
や
さ
し
さ 

テ
ィ

ラ
ノ
の
お
も
い
や
り

労
働
力
調
査

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
情
報

伝
達
試
験
放
送

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
対
策

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用
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◦
出
願
期
間
＝
2
月
7
日
㈪
～
3

月
4
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
同
校
准
看
護

科
（
☎
２
３
・
６
２
８
４
）
▽
看

護
科
（
☎
２
４
・
４
８
７
７
）

　

新
た
な
技
能
や
資
格
の
取
得
を

目
指
し
、
就
職
に
有
利
な
訓
練
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
校
料
・

受
講
料
無
料
。

◦
募
集
期
間
＝
2
月
10
日
㈭
～

3
月
2
日
㈬
（
第
3
回
募
集
）

◦
募
集
科
目
＝

《
久
留
米
校
》
も
の
づ
く
り
×
プ

ロ
グ
ラ
ム
科
、
自
動
車
整
備
科
、

建
築
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

《
大
牟
田
校
》
電
気
設
備
科
、
Ｏ

Ａ
事
務
科
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
技
術

科◦
入
校
選
考
日
＝
3
月
11
日
㈮

◦
対
象
＝
訓
練
を
受
け
て
関
連
職

種
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
。
募

集
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
福
岡
県
の
職
業
訓
練
」
を
見
る

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
久
留
米
校

（
久
留
米
市
合
川
町
１
７
８
６
ー

２
／
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７

９
５
）
▽
大
牟
田
校
（
大
牟
田
市

歴
木
４
７
５
／
☎
０
９
４
４
・
５

４
・
０
３
２
０
）
▽
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
）。

【
3
月
分
利
用
者
の
会
】

◦
期
日
＝
2
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻

小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45

分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎

中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

道
路
や
水
路
の
占
用
許
可
は
、

通
常
5
年
後
の
3
月
末
ま
で
の
期

間
で
許
可
し
て
い
ま
す
。
占
用
期

間
が
満
了
に
な
る
前
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

◎
更
新
手
続
き
の
流
れ

　

占
用
期
間
満
了
前
に
「
占
用

継
続
許
可
申
請
書
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申
請
書

に
署
名
・
押
印
の
上
、
本
庁
建
設

課
・
各
支
所
建
設
産
業
係
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４

月
初
旬
に
許
可
書
お
よ
び
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
４
月
末
ま

で
に
占
用
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
送
付
さ
れ
た
許
可
書
は
建
築

確
認
や
土
地
売
買
の
際
に
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５

年
後
の
更
新
ま
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

占
用
者
の
名
義
や
住
所
等
が
変

更
に
な
る
場
合
、
占
用
物
件
の
移

設
、
形
状
の
変
更
、
撤
去
等
が
発

生
す
る
場
合
は
、
別
途
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
管
轄
の

本
庁
建
設
課
・
各
支
所
建
設
産
業

係
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務

管
理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）

▽
黒
木
支
所
建
設
産
業
係
（
☎
４

２
・
１
１
１
７
）
▽
立
花
支
所
建

設
産
業
係
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
産
業
係
（
☎
５

４
・
２
２
１
９
）
▽
矢
部
支
所
建

設
産
業
係
（
☎
２
４
・
９
１
４
３
）

▽
星
野
支
所
建
設
産
業
係
（
☎
５

２
・
３
１
１
４
）

　

福
岡
県
の
地
域
住
民
・
家
族
介

護
者
向
け
の
認
知
症
公
開
講
座
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

質
疑
応
答
、
意
見
交
換
あ
り
。
※

予
約
制

◦
日
時
＝
2
月
19
日
㈯
15
時
～

17
時
（
14
時
30
分
開
場
）

◦
場
所
＝
九
州
大
谷
短
期
大
学
大

谷
講
堂
（
筑
後
市
蔵
数
）

◦
基
調
講
演
＝
「
そ
も
そ
も
て
ん

の
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

※
男
ノ
子
焼
の
里
で
は
子
ど
も
向

け
に
１
日
体
験
教
室
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
電
動
ろ
く
ろ
ク
ラ
ス
】

毎
週
日
曜
日
（
月
４
回
）・
月
謝

8
千
円

【
大
物
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
ス
】

毎
週
日
曜
日
（
月
４
回
）・
月
謝

1
万
円

【
1
日
体
験
教
室
】（
要
予
約
）

日
曜
日
開
催
・
2
千
円
（
小
物
1

品
、
焼
き
上
が
り
ま
で
）

※
焼
き
上
が
り
に
は
1
か
月
～
2

か
月
か
か
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
ノ
子

焼
の
里 

柳
屋
栄
（
☎
０
８
０
・
５

２
５
６
・
７
９
１
５
）

　
２
０
２
２
年
度
看
護
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

【
准
看
護
科
】
募
集
定
員
40
人

社
会
人
入
試
（
3
次
）

▽
入
試
科
目
＝
作
文
・
面
接

一
般
入
試
（
3
次
）

▽
入
試
科
目
＝
国
語
・
作
文
・
面

接【看
護
科
】
募
集
定
員
40
人

一
般
入
試
（
3
次
）

▽
入
試
科
目
＝
国
語
・
看
護
全
般
・

面
接

《
共
通
》

◦
入
試
日
＝
3
月
13
日
㈰

か
ん
っ
て
何
で
す
か
？
」
～
認
知

症
と
て
ん
か
ん
の
お
話
～

◦
講
師
＝
久
留
米
大
学
神
経
精
神

医
学
講
座 

本
岡
大
道 

准
教
授

◦
定
員
＝
１
０
０
人

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
期
限
＝
2
月
12
日
㈯

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
植
田

病
院
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
５

１
８
５
）

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅
。

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
等
詳

細
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
書
（
2

月
18
日
か
ら
配
布
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
申
込
受
付
期
間
＝
2
月
25
日
㈮

～
3
月
7
日
㈪

◦
募
集
案
内
書
配
布
＝
県
住
宅
供

給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管
理
事
務

所
お
よ
び
大
牟
田
出
張
所
、
市
役

所
定
住
対
策
課
、
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０

２
９
）

　

初
代
窯
元
柳
屋
栄
氏
指
導
の

も
と
、
陶
芸
教
室
新
規
生
徒
を
募

集
し
ま
す
。
世
界
で
一
つ
の
自
分

募
　
集

募
　
集

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

八
女
筑
後
看
護
専
門
学
校

県
立
久
留
米
・
大
牟
田
各
高

等
技
術
専
門
校
入
校
生

一
緒
に
学
ぼ
う
認
知
症

第
5
回
県
営
住
宅
入
居
者

男
ノ
子
焼
の
里
陶
芸
教
室
生
徒

道
路
・
水
路
の
占
用
期
間
満

了
に
伴
う
更
新
手
続
き
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　『レク式体力チェック』（四ツ這背走、ボールキャッチ、一本道な
どの身体を使ったレクリエーション）を行い、遊びの中で柔軟性や
敏
びん

捷
しょう

性などをチェックします。親子で楽しく遊びながら、体力を向
上させていくことを目的としています。月１回の頻度で継続して親子
遊びや体力テストを行い、子どもの成長を記録していきます。ぜひ
１年を通してご参加ください。
◦期日＝ 3 月 20 日㈰《受付》13 時《開会》13 時 30 分～ 16 時
◦対象者＝幼稚園・保育所等に通う令和 4 年度の年長さんと年中さ
ん（4 歳～ 6 歳）および保護者
◦会場＝八女市総合体育館
◦参加費＝無料
◦申込方法＝申込書を八女市総合体育館か各支所まちづくり推進係
へ 3 月1日までに提出ください。※申込書は八女市総合体育館、各
支所まちづくり推進係に設置および八女市ホームページからダウン
ロードできます。

　4 月1日から、体育施設予約システムが導入されます（学校施設
除く）。これまで施設の利用予約は、窓口申請のみでしたが、今後は
スマートフォンやパソコンからも予約できるようになります。また、ク
レジットカード払いや PayPay 払いなどのキャッシュレス決済も併せ
て導入します。システム導入後、体育施設を利用するには「団体登録」
が必要になるため、2 月1日から 3 月 31日まで団体登録申請を受け
付けます。定期的に体育施設を利用している皆さんには、詳細なお
知らせを郵送しますので、ご確認ください。そのほか、4 月1日以降
に体育施設の利用を予定している人は、ご相談ください。

　

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
、
令
和
3
年

10
月
1
日
か
ら
、1
時
間
８
７
０
円（
昨

年
か
ら
28
円
ア
ッ
プ
）
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
特
定
最
低
賃
金
も
令
和
3

年
12
月
10
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
正
社
員
の
み
で
な
く
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
労

働
者
等
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
最
低
賃
金
は
、
雇
う
上
で
も
、
働

く
上
で
も
、
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
す
。

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
は
「
業
務

改
善
助
成
金
」
を
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
製
鉄
業
、
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、
鋼

材
製
造
業
＝
1
時
間 

９
８
０
円

◦
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
＝
1
時
間 

９
４
７
円

◦
自
動
車（
新
車
）小
売
業
＝

1
時
間 

９
５
９
円

〈
次
の
業
種
は
令
和
4
年
1
月
7
日
か

ら
改
正
〉

◦
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
＝

1
時
間 

８
９
７
円

◦
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
（
船
舶
製

造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業
、
自

転
車
・
同
部
分
品
製
造
業
を
除
く
）
＝

1
時
間 

９
５
７
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
労
働
基
準
監
督

署
監
督・安
衛
課
（
☎
２
３・２
１
２
１
）

親子でチャレンジ・スポーツ in 八女
一緒に遊んで、体力チェックをしてみましょう

問八女市総合体育館（☎ 24・1230）

　違う学校の仲間と一緒に感
動を味わってみませんか。早
春の八女の自然の中を歩きな
がら、自分の限界に挑戦しま
しょう。
◦期日＝ 3 月 25 日㈮
◦募集対象・定員＝市内に居
住または通学する小学 4 年生
～中学 3 年生 50 人（定員を
超えた場合は抽選）
◦参加費＝ 300 円（保険料含
む、当日徴収）
◦申込期間＝ 2 月 7 日㈪～ 2
月17 日㈭
◦申し込み＝社会教育課また
は、各支所まちづくり推進係
◦問い合わせ＝社会教育課

（☎ 23・1318）
※コースは決まり次第お知ら
せします（30㎞程度）。詳しく
は小中学校を通じて配布する
募集チラシをご覧ください。

【第 22 回】
21 世紀・青少年
チャレンジウオーク
参加者募集

八女市総合体育館からのお知らせ

体育施設の予約方法が変わります

福
岡
県
最
低
賃
金
と

特
定
最
低
賃
金

202022.2.1  広報八女
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第１回 星野村特集
【星野焼と星のふるさと展】
　八女にはさまざまな文化財があります。岩戸
山歴史文化交流館では、これから旧市町村ごと
に特集し、紹介していきます。第１回は星野村。

「星野焼」は江戸時代中期の 18 世紀にはすでに
焼かれており、元文 2（1737）年には有馬藩の
御用窯となりました。時を経て、現在は再興星
野焼の窯元 3 窯が活動しています。それらを含
めて、星野村の多様な文化財を紹介します。
◦開催期間＝ 2 月 17 日㈭～ 3 月 31日㈭※休
館日除く

ミニ企画展 八女の文化財めぐり

八女市岩戸山
歴史文化交流館
「いわいの郷」

◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館 
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止や
延期となる場合があります。

　奥八女焚火の森キャンプフィールドは 4 月の
オープン以来、１万人を超えるゲストが宿泊し、
盛況となっています。今後もキャンプに加え、さ
らに八女茶カフェや木育を充実させていきます。

八女茶カフェ八女茶カフェ
春茶はじめました。どんなお茶かお楽しみに。
木育体験木育体験
ワンコインから体験ができます。宿泊者以外でも
団体でも参加可能です。ご相談ください。

〈パートスタッフ募集〉
長期勤務可能な人歓迎（未経験者でも安心して働
けます）
業務内容＝清掃・リネン交換ほか
※アルバイトも募集中。詳細は問い合わせください。

◦問い合わせ＝奥八女焚火の森キャンプフィール
ド（☎ 42・4305）火曜定休※祝日の場合は営業

奥八女焚火の森奥八女焚火の森
キャンプフィールドからのお知らせキャンプフィールドからのお知らせ

　
田
崎
廣
助
美
術
館
で
は
、
写
実
絵
画
に
取

り
組
む
吉
田
勇
輔
氏
（
久
留
米
市
在
住
）
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
吉
田
氏
は
、
周
辺
の

花
や
樹
、
野
菜
や
卵
な
ど
の
日
常
目
に
す
る

も
の
た
ち
を
描
き
ま
す
。
画
家
の
見
た
ま
ま

を
描
く
写
実
絵
画
は
、
現
実
を
写
し
撮
っ
た

写
真
よ
り
も
、
実
際
の
人
間
の
認
知
寄
り
な

リ
ア
ル
さ
・
親
近
感
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
長
い
時
間
を
か
け
細
密
に
描
い
た
作

品
に
は
、
美
意
識
と
技
術
と
思
い
が
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
す
。
作
品
を
前
に
、
そ
の
も
の
が

存
在
す
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
、
作
品
に
近

づ
い
て
は
離
れ
、
細
部
に
ま
で
目
を
凝
ら
し
、

じ
っ
と
見
つ
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
絵
画
で
あ

り
な
が
ら
、
実
物
以
上
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感

じ
る
写
実
絵
画
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

2月5日〔土〕～3月6日〔日〕
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入館無料　月曜日休館（祝日の場合は翌日）

※展示入れ替えのため、企画展前後に臨時休館
期間を設けます。
※感染症の状況により、中止や延期となる場合が
あります。

八女市田崎廣助美術館
八女市立花町原島108-1（☎２４・８３０４）

吉
田
勇
輔
油
彩
画
展
―
そ
こ
に
在
る
世
界
―

▲ 吉田勇輔 ≪からすうり（葉月）（長月）（神無月）（霜月）≫ 2018 年

八
女
市
田
崎
廣
助
美
術
館
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火災出火件数  3件 （25件）
救急出動件数 260件 （2,900件）
救急搬送人数 250人 （2,785人）

人身事故発生件数 22件 （196件）
傷　　者 22人 （250人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,397 (-35）
男 29,010  (+1)
女 32,387  (-36)

世帯数 25,293  (+7)
　※（　）内は前月比

出生 30 人 死亡 80 人
転入 124 人 転出 109 人

▼ 12 月の交通事故の状況

▼ 12 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（12 月31日現在）

▼ 12 月の異動

納期限・口座振替日は2月28日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（4 期）◦国民健康保険税（8 期）
◦後期高齢者医療保険料（8 期）◦介護保険料（8
期）◦住宅使用料（2 月）◦保育料（2 月）◦水
道料金・下水道使用料（6 期）◦農業集落排水
施設使用料（6 期）◦下水道受益者負担金（4 期）

2月に
納める
もの

2月6日（日）
吉山クリニック（稲富） 30・2200
クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887
高橋じゅんじ歯科医院（本町） 23・5517
2月11日（祝）
三浦医院（東京町） 23・3928
しばた医院（上陽町） 33・7373
ほり歯科医院（立花町） 25・6480
2月13日（日）
よしだ胃腸内科クリニック（室岡） 23・3806
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
坂田歯科医院（筑後市） 0942・53・7089
2月20日（日）
草場内科循環器科 （納楚） 23・5171
後藤内科医院（上陽町） 54・2221
やました歯科医院（広川町）   0942・52・3819
2月23 日（祝）
中野内科循環器科（吉田） 25・3010
矢部診療所（矢部村） 47・2700
柳迫歯科医院（平田） 24・5554
2月27 日（日）
今里整形外科クリニック （高塚） 23・7715
辺春診療所（立花町）　　 36・0010
内藤歯科医院（黒木町） 42・4086

２
月
の
在
宅
医
当
番
表

※
変
更
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

✚

【休日当番薬局】日曜日、祝日に開いている
薬局を、八女筑後薬剤師会のホームページ

（http://ycpa.info）で確認することができます。

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚） 23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00～14:30）
【2月】6㈰・20㈰・23㈷
公立八女総合病院 （23・4131）

【2月】13㈰・27㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

▼救急車を呼ぶべきか迷ったら
（24 時間対応）　♯ 7119

【柳川市】▽柳川雛祭りさげもんめぐり◦期間＝2/11㈷～ 4/3
㈰◦問＝市観光案内所（☎ 0944・74・0891）▽水郷柳川ゆ
るり旅・春編◦期間＝2/13 ㈰～ 3/27 ㈰◦問＝市観光協会（☎
0944・88・9027）

【大川市】▽風浪宮大祭◦期間＝2/9 ㈬～ 2/11㈷◦問＝風
浪宮（☎ 0944・87・2154）

【みやま市】▽みやま平家の里梅まつり◦日程＝2/13 ㈰◦場
所＝ JA みなみ筑後山川支店◦問＝商工観光課（☎ 0944・
64・1523）▽御座敷梅◦期間＝2 月～ 3 月中旬◦場所＝青
輝園（☎ 0944・67・0525）、梅花園（☎ 0944・67・0605）

【大木町】▽ JA 福岡大城農産物感謝祭◦日程＝2/19 ㈯◦場
所＝道の駅おおき◦問＝JA 福岡大城（☎ 0944・32・1300）
※感染症の状況により変更となる場合があります。

イベント情報イベント情報後後筑筑 ちくごななこくちくごななこく七国七国 　

昨
年
、
八
女
消
防
本
部
管
内
で
発
生
し
た
火
災
件
数

は
31
件
で
、
火
災
種
別
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
10
件
、
林

野
火
災
5
件
、
車
両
火
災
3
件
、
そ
の
他
の
火
災
13
件
で

す
。「
た
き
火
」
か
ら
の
出
火
が
13
件
と
最
も
多
く
、
人

的
要
因
に
起
因
し
た
火
災
が
多
い
状
況
で
す
。
今
後
も
空

気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
が
続
き
ま
す
の

で
、
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
の
救
急
出
動
件
数
は
３
６
７
８
件
で
、
前

年
比
２
２
５
件
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
も
高
齢
化
の
進
展

を
背
景
に
、
救
急
件
数
は
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
や
赤
色
灯

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
が
、
安
全
性
の
確
保

の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
緊
急
車
両
の
適

正
な
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
女
消
防
本
部（
☎
２
４・１
１
１
９
）

昨
年
の
災
害
概
況
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無料法律相談 【予約】
◦ 2 月17日㈭・3 月3日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 2 月10 日㈭ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 2 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 2 月25 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 2 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦2月21日㈪ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦2月1日㈫9:00 ～12:00 ／矢部公民館
   13:00 ～ 16:00 ／星野支所
◦2月4日㈮13:00 ～ 16:00 ／地域福祉 
　センタ―（上陽）
◦2月9日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦2月18日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1224）
◦2月1日㈫ 9:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦2月3日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月7日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦2月8日㈫ 13:30 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月9日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所
◦2月18日㈮ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦2月4日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月18日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦2月2日㈬・16日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月9日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦2月16日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）

◦2月22日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦2月15日㈫・18日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月15日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦2月24日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会
◦2月4日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦2月14日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦2月21日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談 【予約】

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00～17:00※予約（☎24・9422）
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談 【予約】

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》

◦ 平日10:00～17:00
《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦ 毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

相談はお気軽にどうぞ相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援
を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

　ひとり親家庭を対象に、就業
支援等を行っています。詳細は
ＱＲコードを確認ください。
◦問い合わせ＝久留米ひとり親サポートセ
ンター（☎ 0942・32・1140）
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▼
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
凜
々
し

い
姿
と
、未
来
へ
の
希
望
に
満
ち

た
表
情
に
、
何
だ
か
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
八
女
人
の
写
真
撮
影
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
和
装
に
触
れ
ま
し

た
。
着
こ
な
し
や
所
作
に
日
本

な
ら
で
は
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
お
に
ぎ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
材
で
成
澤
シ
ェ
フ
か
ら
「
八

女
の
水
」
が
良
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
水

を
一
杯
。
い
つ
も
の
水
が
特
別

に
感
じ
、嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）

おたんじょうびおめでとう
毎
日
ニ
コ
ニ
コ
の
は
る
く
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て

ね
！
大
好
き
♡

宮﨑 大
は る ま

舞 ちゃん

R3年2月17日生（吉田）

祝
１
歳
♡
い
つ
も
癒
や
し
と

幸
せ
を
あ
り
が
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
!!

三宅 陽
ひ な た

葵 ちゃん

R3年2月19日生（黒木町今）

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
大
き
く
な
ぁ
れ
♡

中村 悠
ゆ う ご

吾 ちゃん

R3年2月22日生（黒木町鹿子生）

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い

で
、
た
く
さ
ん
笑
っ
て
す
ご
そ

う
ね
♡

永瀬 悠
ゆ う ひ

陽 ちゃん

R3年2月23日生（吉田）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
♡

大淵 彩
あ や か

加 ちゃん

R3年2月23日生（立野）

1
歳
お
め
で
と
う
！

元
気
に
大
き
く
な
～
れ
！

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
！

木屋 称
しょうま

真 ちゃん

R3年2月25日生（黒木町木屋）

1
歳
お
め
で
と
う
♡

家
族
を
い
つ
も
笑
顔
に
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

原 愛
あ ゆ み

結美 ちゃん

R3年2月22日生（立花町原島）

満１歳のお子さまの写真を募集
しています（ただし、市内に住
民登録があるか実際に住んでい
る人に限る）。氏名・生年月日・
住所・簡単なコメント（30字以
内）・電話番号を添えて、誕生日
前月の7日までに直接お持ちい
ただくか、郵送でお申し込みく
ださい。応募多数の場合は先着
順となります。
◦申し込み＝企画政策課広報広
聴係（☎23・1110）

オミクロン株の
感染急拡大へ
備えを

市市長長ココララムム
　
非
常
に
感
染
力
が
強
い「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」が
猛
威
を
振
る

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
速
さ
で

急
拡
大
し
て
い
ま
す
。新
規
陽
性
者
数
が
各
地
で
過
去
最
多
を

更
新
し
、
一
部
の
地
域
で
は「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
マ
ス
ク
着
用

や
三
密
回
避
な
ど
、基
本
的
な
感
染
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
▼
感
染
爆
発
と
も
言
え
る
こ
の
状
況
に
ど
う
備

え
れ
ば
よ
い
の
か
。現
段
階
で
は
、や
は
り
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。本
市
で
は
国

の
方
針
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
２
回

目
接
種
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
可
能
な
限
り
前
倒
し
し
て
、３
回

目
の
接
種
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、既
存

株
に
比
べ
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
低
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今

後
は
こ
の
変
異
種
の
知
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、社
会
活
動
を
維

持
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
す
る
地
域
経
済
へ
の
支
援
も
重
要
な
課
題
で
す
。

本
市
で
は
1
月
臨
時
議
会
で
電
子
版
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

追
加
発
行
す
る
補
正
予
算
を
、３
月
定
例
議
会
で
は
各
種
の
コ

ロ
ナ
対
策
費
を
盛
り
込
ん
だ
新
年
度
お
よ
び
補
正
予
算
を
提
案

い
た
し
ま
す
。▼
国
内
で
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
２
年
。こ
の
感
染

症
を
克
服
で
き
る
の
か
、そ
れ
と
も
共
に
生
き
る「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
」に
突
入
す
る
の
か
。
そ
の

分
水
嶺
に
立
つ
厳
し
い
状
況
が
続

き
ま
す
が
、市
民
の
皆
様
の
暮
ら

し
と
健
康
を
支
え
る
施
策
に
今
後

も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
　（
１
月
19
日
執
筆
）

ワクチン接種の様子

84

祝
１
歳
♡
パ
パ
と
マ
マ
の
子

に
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
ず
っ
と
宝
物
だ
よ
。

近藤 碧
あ お と

音 ちゃん

R3年2月28日生（柳島）

日々 のボランティア
活動が評価され
　12月14日㈫、矢部清流
学園後期課程の生徒代表 3
人が、生命保険会社等が主
催、文部科学省などが後援
する「ボランティア・スピ
リット・アワード」のコミュ
ニティ賞受賞を教育長に報
告しました。
　後期課程の3学年15人
が行った、「ゆいのもり」で
の清掃活動や介助のお世
話、臨時店舗の棚卸し作業
をはじめ、矢部地区地域お
こしPR活動企画書提案報
告会など、地域に根ざした
ボランティア活動が評価さ
れて受賞したものです。
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